
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●新型コロナの影響で人と人が距離を取り、つながることが難しい状況ですが、つながるこ

とをあきらめず、孤立孤独の問題に取り組むことがこれからのwithコロナの社会づくりに
大切です。今年度は中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさな
い社会づくり～あなたは一人じゃない～」に重点を置き、withコロナ、ポストコロナに向け
た社会づくりへの支援など先進的な事業を『重点助成テーマ』として福祉活動の支援を
行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人
たちを助ける活動の支援も行います。 

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個
人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。 

※赤い羽根共同募金会では、新型コロナウィルスの
感染拡大の影響により、日常生活に困難を抱える
子どもと家族をめぐる生活課題をはじめ、さまざ
まな福祉課題に対する取り組みを実施している団
体・グループの活動を支援・助成するため福祉活
動応援全国キャンペーンを行っています。 

①《特集》労働者協同組合、という選択
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「ミュニシパリズム」って？
武田 かおり（ＡＭネット 事務局長）

⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

ＮＰＯと行政は対等なのでしょうか？
椎野 修平（認定特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター 特別研究員）

⑬《東日本大震災 浪江発〜現地から伝える「被災地の今」》  

１００年後の命を思い記録を残す
掃部 郁子（NPO法人うつくしまブランチ 理事）

⑭《V時評》
1.制度の枠組みはできた 実行させるのは

市民の力
2.行動者率減るも行動日数増加 コロナ禍の

ボランティア活動
⑯《マーキーのオンラインファシリ術！》

オンライン・サロンのファシリテーション
青木 将幸 （オンライン会議ファシリテーター）

⑱《現場は語る〜コーディネートの現場から》
専門性と認知度を高めたい
―大学ボランティアセンターを支えるネットワーク
榎本 朝美 （東京都社会福祉協議会 東京ボランティア・市民活動センター）

㉑《言葉　Part3　歴史の中のボランタリズム》 
大学を出よう、そう私は心に決めた。（高木 仁三郎）

㉒《U35》 

長村 知愛さん （特例認定ＮＰＯ法人ＡＳＯＶＩＶＡ 代表理事）

㉔《この人に》 
斉加 尚代さん （毎日放送報道情報局ディレクター）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
居場所ｃａｆｅ Ａｃｏｒｉ／『日本原 牛と人の大地』／
書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 
出前ライブは３９００回超え！「夢楽らいぶ」一座
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　10月１日に労働者協同組合法が施
行された。
　みんなで出資し、経営と労働に平等
に参加する「協同労働」の理念を掲げ
る協同組合は、市民団体の法人格とし
ても注目されている。
　市民活動や市民社会にどんな影響が
あり、可能性をもたらすのか考えたい。

特集

労働者協同組合、
という選択

【特集チーム】
菰田レエ也、田井勝、竹内友章、筒井のり子、
永井美佳、百瀬真友美

出資

労働

経営
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窮
乏
化
や
生
き
づ
ら
さ
か
ら

生
ま
れ
た
労
働
者
協
同
組
合

　
労
働
者
協
同
組
合
は
、
共
に
働
く
仲
間

全
員
が
出
資
し
、
平
等
に
参
加
し
な
が
ら

経
営
し
て
、
労
働
に
従
事
す
る
事
業
体
で

あ
る
。
労
働
者
一
人
一
人
の
生
き
方
と
発

達
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
能
力
主
義
的
な

不
均
等
な
資
源
分
配
の
考
え
方
に
あ
ら
が

い
、
世
の
中
で
制
度
化
さ
れ
た
社
会
関
係

に
潜
む
主
従
（
支
配-

被
支
配
）
関
係

の
止
揚
を
試
み
る
運
動
体
で
も
あ
る
。

　
古
く
は
ほ
と
ん
ど
が
製
造
業
の
関
連
で

生
ま
れ
た
た
め
生
産
者
協
同
組
合
と
呼
ば

れ
、
歴
史
的
に
は
小
さ
く
と
も
根
強
く
存

在
し
て
き
た
。
そ
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
み
れ
ば
、
18
～
19
世
紀
の
産
業
革
命
に

よ
る
産
業
構
造
の
変
化
や
工
場
の
機
械
化

が
進
展
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
失
業

や
窮
乏
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
（
絹
や
皮

革
等
の
奢し
ゃ

侈し

品
取
引
に
関
わ
る
熟
練
度
の

高
い
）
職
人
労
働
者
た
ち
が
そ
れ
を
初
め

て
組
織
化
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
の
期
間
中
、
自
ら
の
生
計
を
維

持
す
る
た
め
、
製
品
を
生
産
・
販
売
す
る

た
め
に
自
分
た
ち
で
出
資
し
た
作
業
場
を

組
織
し
、
自
ら
を
自
ら
で
雇
用
し
た
。

　
欧
米
で
は
、
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合

企
業
体
に
代
表
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス

ク
州
に
集
積
す
る
労
働
者
協
同
組
合
の
地

域
集
合
体
の
よ
う
な
タ
イ
プ
も
あ
れ
ば
、

１
９
７
０
年
頃
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
政
権

期
の
よ
う
に
、
政
策
的
に
援
助
さ
れ
て
き

た
労
働
者
協
同
組
合
な
ど
も
存
在
し
て
き

た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
60
年
代
後

半
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
契
機
に
既
存

社
会
の
あ
り
方
や
既
成
の
価
値
観
に
疑
問

を
も
つ
若
い
年
齢
層
の
グ
ル
ー
プ
が
コ
レ

ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
自
称
の
も
と
全
員
参
加

型
の
直
接
民
主
的
な
運
営
を
組
織
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
運

動
を
展
開
し
た
。
近
年
で
は
、
２
０
０
７

年
頃
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
経
済
危

機
以
降
、
倒
産
企
業
で
失
職
し
た
労
働
者

が
工
場
を
占
拠
す
る
運
動
の
中
で
労
働
者

協
同
組
合
が
再
度
注
目
を
集
め
た
。ま
た
、

国
際
的
に
は
、
欧
州
各
国
の
関
連
団
体
も

含
め
た
連
合
組
織
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
な
ど

の
団
体
（
注
）
も
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て

き
た
。

批
判
か
ら
法
制
定
ま
で

　

さ
て
、
日
本
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合

に
近
似
し
た
内
実
を
も
つ
実
践
が
過
去
か

ら
存
在
し
て
き
た
と
は
い
え
、
１
９
８
０

年
代
ま
で
、
そ
う
し
た
組
織
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
、
推
進
す
る
運
動
実

態
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
当
然
、
労
働

者
協
同
組
合
と
い
う
法
人
格
も
な
か
っ

た
）。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
労
働
者
運

動
の
主
流
が
、
労
働
者
に
よ
る
政
治
権
力

奪
取
に
あ
り
、
資
本
主
義
の
中
で
の
労
働

者
に
よ
る
経
済
事
業
が
否
定
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
協
同

組
合
は
生
産
現
場
に
民
主
的
な
労
使
関
係

モ
デ
ル
を
生
む
可
能
性
は
あ
っ
て
も
、
資

本
主
義
と
い
う
体
制
を
変
革
す
る
イ
ン
パ

ク
ト
は
希
薄
で
あ
り
、
改
良
主
義
的
な
も

の
と
お
と
し
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
日
陰
の
存
在
で
も
あ
っ
た
労
働
者
協
同

組
合
で
は
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ

ら
さ
や
困
窮
者
の
た
め
の
社
会
参
加
や
就

労
機
会
の
創
出
、
対
等
な
関
係
で
お
互
い

を
生
か
し
合
う
民
主
的
な
組
織
づ
く
り
、

人
の
命
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
仕
事

興
し
な
ど
、
一
つ
一
つ
は
小
さ
く
と
も
着

実
な
実
績
を
地
域
で
生
み
出
し
て
き
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
団
体
は
自

分
た
ち
に
合
う
法
人
格
を
法
制
化
す
る
運

動
も
展
開
（
後
述
）
し
、
紆う

余よ

曲
折
を
経

て
、
２
０
２
０
年
に
労
働
者
協
同
組
合
法

（
以
下
、
労
協
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
制

度
に
結
実
し
た
点
は
称
賛
に
値
す
る
。
と

り
わ
け
、
そ
の
意
義
は
①
協
同
組
合
の
法

律
が
42
年
ぶ
り
に
制
定
さ
れ
た
点
、
②
組

合
員
の
利
益
増
進
を
図
る
共
益
に
加
え
、

よ
り
公
益
性
の
高
い
事
業
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
た
点
、
③
３
人
以
上
の
発
起
人

さ
え
い
れ
ば
、
届
け
出
で
団
体
を
設
立
可

能
（
準
則
主
義
）
な
点
―
―
に
あ
る
。

実
践
① 

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
と

　
　
　 

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

　
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合
と
い
う
法
人

鳥
取
大
学
地
域
学
部
講
師
　
菰こ
も

田だ 

レ
エ
也

１
９
８
８
年
生
ま
れ
。
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
の
生
活
基
盤
へ
の
関
心
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
方
の
実
践
に
関
与
し
て
い
る
。ア
ー
バ
ン
ズ
合
同
会
社（
２
０
１
５
年
～
）、

社
会
的
企
業
研
究
会
（
16
年
～
）
な
ど
に
参
加
。
地
域
で
共
に
働
く
社
会
的
事
業
所
を
目

指
す
団
体
な
ど
の
現
場
に
通
い
、
実
践
と
理
論
の
両
側
面
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

手
段
と
し
て
の
労
働
者
協
同
組
合
（
法
）
が

ど
こ
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
？

（注）CICOPA は 1947 年に設立された「産業労働者・熟練工業者・サービス生産者協同組合国際機構」で、労働者協同
組合（ワーカーズコープ）の国際機関であり、CECOP、CICOPA Asia-Pacific、CICOPA Americas の各大陸に対応し
た三つの地域組織がある。 現在 35 カ国から 51 団体のワーカーズコープ連合会等が加盟。CECOP はヨーロッパの 16
カ国から 25 団体が加盟している。
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労働者協同組合、という選択特集

格
は
、
日
本
の
市
民
社
会
に
ど
こ
ま
で
活

用
さ
れ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
か
ら
新
規
設

立
す
る
場
合
を
除
き
、
候
補
と
な
る
既
存

団
体
を
大
別
す
れ
ば
、
①
労
働
者
協
同
組

合
と
い
う
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
標

榜
し
法
制
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た

団
体
と
、
②
無
自
覚
的
に
あ
る
い
は
関
連

す
る
協
同
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
掲

げ
、
実
質
的
に
近
似
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
き
た
団
体
―
―
の
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
。

　

第
１
の
分
類
に
該
当
す
る
実
践
と
し

て
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
の
実
践
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
は
、
１
９
４
９
年

に
制
定
さ
れ
た
緊
急
失
業
対
策
法
に
基
づ

く
失
業
対
策
事
業
が
60
～
70
年
に
か
け
て

徐
々
に
縮
小
さ
れ
る
中
、
当
該
事
業
に
従

事
し
つ
つ
政
府
に
要
求
運
動
を
し
て
い
た

就
労
者
ら
が
路
線
変
更
し
、
自
ら
で
自
ら

を
雇
用
す
る
事
業
団
を
全
国
各
地
で
立
ち

上
げ
て
き
た
の
が
経
緯
で
あ
る
。
全
国
組

織
と
し
て
中
高
年
雇
用
・
福
祉
事
業
団
全

国
協
議
会
を
79
年
に
発
足
後
、
86
年
に
は

自
ら
の
運
動
を
労
働
者
協
同
組
合
運
動
と

規
定
、
87
年
に
は
労
働
者
協
同
組
合
の
モ

デ
ル
を
全
国
で
作
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
事

業
団
を
設
立
し
た
。
現
在
は
多
岐
に
わ
た

る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
主
と
し

て
医
療
機
関
の
建
物
管
理
や
、
自
治
体
制

度
を
活
用
し
た
業
務
が
多
い
。

　
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
68

年
に
生
ま
れ
た
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組

合
を
母
体
に
、
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ
て

家
庭
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
た
専
業
主
婦

た
ち
が
82
年
に
開
始
し
た
運
動
で
あ
る
。

自
己
実
現
が
可
能
で
自
ら
が
地
域
に
必
要

と
考
え
た
事
業
を
積
極
的
に
作
り
出
し
て

き
た
。
近
年
で
は
、
２
０
０
５
年
の
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
全
国
大
会
に

お
い
て
、
若
者
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の

働
く
場
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
宣
言
が
出

さ
れ
て
以
降
、
社
会
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
抱
え
た
人
々
と
共
に
働
く
理
念
を
掲

げ
た
社
会
的
事
業
所
づ
く
り
を
新
た
に
台

頭
さ
せ
る
実
践
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ

う
し
た
事
業
の
中
に
は
、
例
え
ば
配
送
や

清
掃
と
い
っ
た
生
協
の
業
務
受
託
な
ど
で

「
食
え
る
」
事
業
も
あ
れ
ば
、
居
場
所
づ

く
り
な
ど
収
益
化
に
不
向
き
な
課
題
に
取

り
組
み
収
益
化
が
発
展
途
上
の
社
会
的
事

業
も
含
ま
れ
る
。

　
両
者
は
、
発
端
と
な
る
主
要
な
担
い
手

と
い
う
面
で
は
異
な
る
が
、
高
度
経
済
成

長
期
の
中
で
「
周
辺
化
」
さ
れ
た
人
び
と

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
共
通
点
が

あ
る
。
07
年
～
11
年
に
は
連
携
し
て
「
協

同
労
働
の
協
同
組
合
」
の
法
制
化
運
動
に

取
り
組
み
、
超
党
派
の
議
員
連
盟
や
法
案

要
綱
の
作
成
ま
で
た
ど
り
着
く
も
、
頓
挫

し
た
経
緯
が
あ
る
。

実
践
② 

無
自
覚
的
な
結
社

　
第
２
の
分
類
に
該
当
す
る
実
践
の
中
に

は
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
管
見
の
限

り
、
①
倒
産
企
業
を
労
働
者
が
占
拠
す
る

形
で
開
始
し
た
自
主
管
理
企
業
、
②
共
同

連
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
働
く
事
業
所
を
創
出
す
る

実
践
、
③
生
活
改
善
普
及
事
業
の
系
譜
を

く
む
農
村
女
性
起
業
や
、
過
疎
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
を
協
同
出
資
で
維
持
再
建
す
る

た
め
の
自
治
組
織
に
よ
る
起
業
―
―
な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
20
～
30
代
の
不
安
定
な
雇
用

形
態
に
従
事
し
て
き
た
若
者
た
ち
が
無
自

覚
的
に
協
同
組
合
的
な
結
社
を
企
て
た

ア
ー
バ
ン
ズ
合
同
会
社
（
４
ペ
ー
ジ
参

照
）
の
よ
う
な
事
例
も
見
過
ご
せ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
協
同
組
合
の
「
き
」
の
字
も

知
ら
な
か
っ
た
人
々
が
結
果
的
に
労
働
者

協
同
組
合
的
な
実
践
を
担
っ
て
い
る
例
で

あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
や
団
体
を
ど
う
巻

き
込
め
る
の
か
も
、
今
後
の
労
協
法
の
広

が
り
に
お
い
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

「
労
働
契
約
」
の
矛
盾

　
最
後
に
、
今
後
の
最
大
の
懸
念
を
一
つ

挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
労
働
契
約
の
締

結
が
条
件
と
な
り
、
そ
れ
相
応
の
事
業
性

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
回
の
労
協

法
の
法
人
格
取
得
を
見
送
る
団
体
が
出
て

く
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
に
挙
げ

た
労
働
者
協
同
組
合
と
い
う
実
践
の
中
に

は
、
労
働
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
な
事

業
体
も
あ
れ
ば
、（
収
益
化
が
難
し
い
課

題
に
取
り
組
み
）
そ
れ
が
難
し
い
事
業
体

も
存
在
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
後
者
の
場

合
に
は
壁
が
高
い
。
ま
た
、
前
者
の
場
合

で
も
、
労
働
契
約
を
団
体
内
部
で
結
ぶ
前

提
で
、
労
使
関
係
の
止
揚
を
試
み
る
と
い

う
点
に
矛
盾
を
感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
回
の
労
協
法
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
今
回
の
法
人
制
度
外
に

存
在
す
る
関
連
し
た
協
同
実
践
を
大
事
に

し
つ
つ
、
今
回
の
法
人
制
度
の
中
で
（
職

場
内
部
の
関
係
性
を
実
質
的
に
フ
ラ
ッ
ト

化
す
る
試
み
な
ど
が
）
ど
こ
ま
で
可
能
か

否
か
を
実
践
の
中
で
試
行
錯
誤
し
、
検
証

し
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
法
人

選
択
の
際
に
、
魅
力
あ
る
選
択
肢
の
一
つ

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
２
Ｋ
１
３
５
４
７

の
助
成
を
受
け
た
研
究
を
も
と
に
し
た
。
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126

「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」っ
て
？

　

地
域
の
主
権
を
大
切
に
す
る
新
し
い
政
治

運
動
「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」
が
世
界
で
広

が
っ
て
い
る
。
明
確
な
定
義
は
ま
だ
定
ま
っ

て
い
な
い
が
、
住
民
の
た
め
の
地
方
政
治
を

住
民
と
共
に
進
め
る
考
え
方
と
手
段
の
総
称

と
、
筆
者
は
理
解
し
て
い
る
。

　

発
祥
地
は
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
。
社

会
活
動
家
出
身
の
市
長
が
市
民
の
支
持
を
受

け
当
選
し
、
水
や
電
力
、
公
園
、
住
宅
な
ど

の
コ
モ
ン
ズ
（
公
共
財
）
を
政
治
課
題
の
中

心
に
置
き
、
市
場
・
利
益
重
視
の
新
自
由
主

義
的
な
政
策
と
は
一
線
を
画
し
て
、
各
種
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
再
公
営
化
、
地
域
の
再
エ
ネ

を
扱
う
市
営
電
力
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
新
設
。

「
電
気
貧
困
」
問
題
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
の
地
域
公
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
会
社
に
成
長
さ
せ
た
。
そ
の
他
、
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
保
育
支
援
、
公
営
歯
医
者
、
参

加
型
予
算
の
導
入
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
課
題
解
消
な
ど
、
市
民
目
線
の
政
策
が
生

み
だ
さ
れ
た
。
議
会
制
民
主
主
義
に
限
定
せ

ず
、
市
民
の
政
治
へ
の
直
接
参
加
を
取
り
入

れ
る
点
も
特
徴
的
だ
。

　

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
を
進
め
る
地
域
は
、

国
境
を
越
え
連
携
し
て
い
る
。
中
央
政
府
の

圧
力
に
負
け
な
い
よ
う
、「
恐
れ
ぬ
自
治
体

（
フ
ィ
ア
レ
ス
・
シ
テ
ィ
）」
と
し
て
世
界
の

77
自
治
体
が
参
加
・
協
力
。自
治
体
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
協
力
す
る
新
し
い
統
治
の
実
践
も

始
ま
り
、
現
在
進
行
形
で
新
し
い
住
民
自
治

へ
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
ネ
ッ
ト 
事
務
局
長　

武
田 

か
お
り

（
注
１
）
橋
本
理
（
２
０
１
３
）『
非
営
利
組
織
研
究
の
基
本
視
覚
』
法
律
文
化
社
に
詳
し
い
。　
（
注
２
）
岸
本
聡
子
（
２
０
２
２
）『
私
が
つ
か
ん
だ
コ
モ
ン
と
民
主
主
義
』
晶
文
社
な
ど
に
詳
し
い
。

（
注
３
）
菅
野
拓
（
２
０
２
０
）『
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
と
創
発
す
る
地
域
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
な
る
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
同
士
の
連
帯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
近
く
は
競
合
、
遠

く
は
仲
間
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。　
（
注
４
）
桜
井
政
成
（
２
０
２
２
）『
福
祉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
的
企
業
の
経
済
社
会
学 

商
業
主
義
化
の
実
証
的
検
討
』
明
石
書
店
。
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お さ

村
む ら

 知
ち

愛
あ

さん

いま若手起業家が熱い！こ
れからの社会を担う35歳以
下の社会起業家、その若さ
あふれる「実像」に迫ります。
思いを行動に移した若き起
業家たちの「物語」には、きっ
とあなたにも伝わる「熱さ」
があります。

第３４回

不登校当事者、子ども当事者として大人との懸け橋に
―大人と対等に話し合い形にしたフリースクール

ス
ク
ー
ル
運
営
の
ル
ー
ル
は

子
ど
も
た
ち
が
決
め
る

　
古
民
家
を
改
装
し
た
、
ど
こ
か
懐
か
し
い

自
然
あ
ふ
れ
る
ス
ク
ー
ル
。
元
気
な
声
と
笑

顔
で
「
こ
ん
に
ち
は
ー
！
」
と
出
迎
え
て
く

れ
た
金
髪
ボ
ブ
の
女
性
が
こ
こ
の
代
表
だ
。

　
学
校
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
教
育
の
場
で
あ

る
Ａア

ソ

ビ

バ

Ｓ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
は
、
学
校
と
並
行
し

て
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
、
現

在
６
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
31
人
が
在
籍
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
毎
日
の
過
ご
し
方
を
自

分
た
ち
で
決
め
る
。
も
ち
ろ
ん
遠
足
も
運
動

会
も
自
由
参
加
だ
。「
な
に
を
し
て
も
い
い

な
ら
、
毎
日
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
終
わ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
愚
直
な
質
問
を
し
た
筆
者
に
、「
そ

れ
で
も
別
に
良
い
の
で
す
が
、
毎
日
だ
と
飽

き
て
く
る
ん
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
、
長
村

さ
ん
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
て
、
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
。

　
何
冊
も
の
ノ
ー
ト
の
中
身
は
、
子
ど
も
た

ち
が
書
い
た
話
し
合
い
の
記
録
だ
っ
た
。
不

登
校
で
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
元
気
に
な
る
と
次
第
に
創
作
活
動
や
外

に
出
か
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
る

そ
う
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
で
は
ス
ク
ー

ル
で
の
活
動
内
容
や
予
算
、
生
活
の
ル
ー
ル

作
り
、
問
題
の
解
決
な
ど
、
全
て
を
子
ど
も

主
体
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
る
。
そ
う
し

て
、み
ん
な
で
決
め
た
ル
ー
ル
は
大
切
に
し
、

要
望
が
あ
れ
ば
ま
た
話
し
合
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

学
校
に
行
け
な
い
と
将
来
は

真
っ
暗
だ
…
…

　
長
村
さ
ん
は
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
決
め
た
い
子
ど
も
だ
っ

た
。
小
学
校
へ
入
学
し
、
通
学
の
道
の
り
に

坂
が
多
い
こ
と
、
先
生
が
怖
か
っ
た
こ
と
が

重
な
り
、
１
週
間
で
学
校
に
行
き
た
く
な
い

と
母
親
に
訴
え
た
。
学
年
が
上
が
り
、
優
し

い
先
生
に
代
わ
る
も
学
校
へ
行
き
た
く
な
い

気
持
ち
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
夏
休
み
の
終

わ
り
に
は
、
学
校
が
始
ま
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
異
常
に
気
が
付

い
た
母
が
休
養
を
取
ら
せ
て
く
れ
た
も
の

の
、
い
ず
れ
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

る
気
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
２
歳
年
下
の
妹
が
小
学
校
に
入

学
し
「
妹
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
！
」
と

の
責
任
感
で
５
年
生
ま
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

な
が
ら
も
学
校
へ
通
っ
た
。
し
か
し
、
５
年

生
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
と
き
、
参
加
し
た
く

な
い
気
持
ち
が
募
っ
た
。
母
も
「
休
め
ば
い

い
」
と
声
を
か
け
休
ん
だ
が
、
周
り
に
ど
う

思
わ
れ
る
の
か
不
安
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
完

全
に
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

大阪府南河内郡で子どもたちが主体的にスクール運営をする自由な学
びの場「デモクラティックスクール ASOVIVA！」を運営。学校に行っ
ていない、行きたくない子どもたちのオルタナティブ教育の位置づけ
で、現在は 5 歳から 18 歳までの子どもが対象。広域通信制高校の八
洲学園大学国際高等学校のサポート校であり、高校を卒業できる環境
も整えている。

特例認定ＮＰＯ法人 ＡＳＯＶＩＶＡ
大阪府南河内郡河南町寛弘寺 756-2　電話 0721-21-6989

ASOVIVA！の活動やルー
ルを話し合う子どもたち。
話し合いの記録も子ども
たちが書く（左）
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学
校
に
＂
行
か
な
い
＂
子
ど
も
が
来
る
場
所

で
は
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。
本
当
に
ど
こ
に

も
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
ん
な
と
き
見
つ

け
た
の
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
代
替
案

だ
っ
た
。
遠
方
で
通
学
は
難
し
か
っ
た
が
、

一
度
訪
れ
た
際
の
雰
囲
気
の
良
さ
に
親
子
で

ひ
か
れ
た
。

　
そ
の
後
、
母
は
家
族
以
外
の
人
と
も
か
か

わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
長
村
さ
ん
が
小
学
校
に

通
っ
て
い
れ
ば
６
年
生
に
あ
た
る
15
年
４
月

に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
パ
ー
ト
代
を

つ
ぎ
込
ん
で
、
週
に
１
回
の
里
山
学
校
な
ど

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
増
加
か
ら
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
が
意
外
に
多
く
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
つ

な
が
る
こ
と
も
で
き
、
長
村
さ
ん
は
そ
の
つ

な
が
り
か
ら
近
所
の
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

で
子
ど
も
と
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
任
意
団
体
設
立
か
ら
３
年
が
た
っ
た
14
歳

の
と
き
、
母
が
活
動
で
つ
な
が
っ
た
人
た
ち

と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
る
話
が
持

ち
上
が
り
、
準
備
会
を
始
め
た
。
経
験
を
重

ね
て
母
と
対
等
に
話
し
合
え
る
よ
う
に
な

り
、
目
線
が
か
わ
っ
た
長
村
さ
ん
。
な
か
な

か
準
備
が
進
ま
な
い
こ
と
に
い
て
も
立
っ
て

も
い
ら
れ
ず
、
自
分
も
参
加
し
て
、
意
見
を

ぶ
つ
け
た
。
行
き
場
が
な
か
っ
た
頃
、
親
子

で
ど
ん
な
学
校
が
良
い
の
か
話
し
て
い
た
。

そ
の
理
想
を
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
そ
こ
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。
い
じ
め
や
勉

強
の
遅
れ
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、「
ダ
メ
な
子
ど
も
で
ご
め
ん
な

さ
い
」
と
自
分
を
責
め
た
。
当
時
は
毎
日
の

よ
う
に
頭
頂
部
の
皮
膚
を
血
が
に
じ
む
ほ
ど

爪
で
剥
が
し
、
残
酷
な
映
像
を
見
続
け
て
気

を
紛
ら
し
て
い
た
そ
う
だ
。「
き
っ
と
自
分

の
将
来
は
真
っ
暗
だ
」
と
絶
望
し
た
。

母
の
挑
戦
、
私
の
挑
戦

　
母
も
糸
口
を
み
つ
け
よ
う
と
奔
走
し
て
く

れ
た
。
書
籍
を
読
み
あ
さ
っ
た
り
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
り
。
や
っ
と
の
思
い
で

行
政
の
不
登
校
支
援
の
施
設
に
た
ど
り
着

い
た
が
、
相
談
に
い
く
と
「
こ
こ
は
学
校
に

＂
行
け
な
い
＂
子
ど
も
が
来
る
の
で
あ
っ
て
、

　

２
０
１
９
年
５
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
。
設
立
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
不
登
校
当
事

者
で
あ
り
、
大
人
と
子
ど
も
の
通
訳
が
で
き

る
15
歳
の
長
村
さ
ん
が
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い

と
会
議
で
決
ま
り
、
他
の
大
人
の
理
事
と
と

も
に
共
同
代
表
に
。
１
年
後
に
単
独
代
表
と

な
っ
た
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
取
り
巻
く

実
態

　

不
登
校
に
関
す
る
社
会
的
な
関
心
は
高

ま
っ
て
い
る
が
、
03
年
生
ま
れ
の
長
村
さ
ん

の
経
験
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
取
り

巻
く
環
境
は
は
な
は
だ
厳
し
い
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
公
的
な
財
政
支
援

は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
利
用
者
の
費
用
負
担

だ
け
で
運
営
す
る
事
業
モ
デ
ル
は
難
し
い
。

費
用
が
高
額
だ
と
選
択
で
き
な
い
家
庭
が
増

え
、
子
ど
も
が
復
学
を
望
め
ば
後
押
し
す
る

の
で
人
数
の
変
動
も
大
き
い
。そ
う
な
る
と
、

多
く
の
人
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
学
び
の
場

を
支
え
て
も
ら
う
寄
付
型
の
モ
デ
ル
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
る
。
幸
い
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
！
は
、
設
立
か
ら
３
年
目
に
法
人
の
特
例

認
定
を
受
け
て
、
不
登
校
当
事
者
以
外
か
ら

も
共
感
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
特
別
に
、
長

村
さ
ん
の
ト
ー
ク
力
と
応
援
し
た
く
な
る
姿

が
あ
っ
て
こ
そ
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
さ
れ

る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
は
実
施
期
間
が

短
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。

　
「
今
は
目
の
前
の
資
金
繰
り
で
大
変
で
す
。

で
も
将
来
は
年
齢
も
関
係
な
く
集
ま
れ
る
場

所
を
作
っ
て
、
み
ん
な
対
等
に
、
自
由
に
過

ご
し
て
も
ら
い
、
自
分
に
力
が
あ
る
の
だ
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
を
作
り
た
い
と
動

い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
中
に
は
大
人
＝
悪

だ
と
思
っ
て
い
る
子
も
多
い
け
れ
ど
も
、
子

ど
も
だ
っ
て
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
だ
か

ら
、
先
を
見
据
え
た
い
ん
で
す
」 

編
集
委
員　

稲
田 

千
紘

　
＂
＂

2003 年生まれ。大阪出身。小学校入学時か
ら学校に行けない状況が続く。代わりの場所
も見つからず精神的に落ち込むも、母が始め
た里山学校等の活動がきっかけで社会とのつ
ながりを得る。その後 ASOVIVA! 設立の準
備会に参加し、19 年 4 月、ASOVIVA! メン
バー兼、共同代表に他の大人の理事と共に就
任。20 年 4 月より単独で代表理事を務める。

提供（全て）＝特例認定ＮＰＯ法人ＡＳＯＶＩＶＡ
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「
居
場
所
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ａ
ｃ
ｏ
ｒ
ｉ
」

第81回

何
人
も
の
日
替
わ
り
店
主
が
共
同
運
営
す
る
大
阪
市
中
崎
町

の
「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」。
そ
こ
で
若
者
の
居
場
所
カ
フ
ェ

と
し
て
月
に
１
回
開
店
す
る
の
が
Ａア

コ

リ

ｃ
ｏ
ｒ
ｉ
だ
。

　
店
主
は
武た

け
末ま

つ
華か

菜な

さ
ん
（
通
称
武た

け
さ
ん
）。
花
が
ぱ
っ
と
開
く

よ
う
な
笑
顔
に
、
人
を
元
気
づ
け
る
力
が
あ
る
人
だ
。
未
成
年
の

間
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
る
が
、
い
ざ
社
会
に
出
る
と
頼
れ
る

人
が
い
な
い
、安
心
で
き
る
居
場
所
が
な
い
と
い
う
若
者
は
多
い
。

問
題
を
解
決
で
き
な
く
て
も
、
一
緒
に
笑
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
笑
顔
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
若
者
が
元
気

を
も
ら
え
る
安
心
な
場
所
を
作
り
た
い
と
思
い
、
開
店
を
決
め
た

と
い
う
。

　
「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
も
『
こ
の
場
所
が
あ
る
』
と
思
っ
て
ほ

し
い
。
こ
の
場
所
が
お
守
り
に
な
れ
ば
」と
武
さ
ん
は
言
う
。「
武

さ
ん
と
話
し
て
た
ら
悩
み
が
ち
っ
ぽ
け
に
思
え
て
き
た
」「
話
し

て
る
と
元
気
に
な
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
若
者
が
多
い
と
い
う
。

　
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
金
銭

的
に
余
裕
の
な
い
若
者
は
基
本
的
に
無
料
。
特
製
フ
レ
ン
チ
ト
ー

ス
ト
や
武
さ
ん
の
気
ま
ぐ
れ
プ
レ
ー
ト
が
人
気
だ
。
若
者
だ
け
で

な
く
、「
自
分
も
若
者
の
た
め
に
何
か
で
き
れ
ば
」
と
い
う
お
と

な
も
来
店
し
、お
と
な
同
士
の
つ
な
が
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
く
れ
た
ら
、
と
武
さ
ん
。

　
「
し
あ
わ
せ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、
チ
ケ
ッ
ト
（
１
０
０
０
円
～
）

を
買
う
と
い
う
形
で
、
若
者
の
飲
食
代
、
運
営
費
を
支
援
す
る
シ

ス
テ
ム
。
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
た
人
に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に

言
葉
を
残
し
て
も
ら
う
。
応
援
し
て
く
れ
る
お
と
な
も
こ
ん
な
に

い
る
ん
だ
よ
、
と
若
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
。

　
店
は
地
下
鉄
中
崎
町
駅
か
ら
北
東
へ
50
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ビ
ル

の
地
下
。「
中
崎
町	

コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」で
地
図
検
索
す
る
と
よ
い
。

開
店
日
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
や
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
」
を
確
認
の

う
え
来
店
を
。　
　

																				

編
集
委
員　

華
房 

ひ
ろ
子

日本の地下水
ちいさなメディアから
鶴見俊輔 著
編集グループＳＵＲＥ、2022年６月
2860円（税込・送料別、購入は
編集グループSUREのウェブサイト
で可能）

文 化芸術など趣味の分野
のみならず、さまざま

な社会課題にも踏み込み、市
民主体の発言の場を醸成した
戦後日本のサークル活動。本
書は 1950 年頃から日本各
地の職場や学校、地域社会な
どで芽ばえたサークルの会
報、同人誌などの時評を通じ、
当時の市民たちの自立した議
論のありように光をあててい
る。初出は 60 年から約 25
年間、鶴見俊輔が雑誌『思想
の科学』に寄稿した同タイト
ルの連載。鶴見がホスト役を
つとめる「寺子屋風勉強会」
を開いていた編集グループＳ
ＵＲＥの手で、生誕 100 年
を迎えた今年、ふたたび世に

出された。
　60 をこえる各紙誌の顔ぶ
れは実に多岐多様だ。現在も
発行を続ける『ユリイカ』『地
域闘争（注）』、米軍基地内の
声や基地に対する住民の反応
などを紹介した『センパー・
ファイ』、原爆実験による死
の灰の影響などを考える女性
たちの勉強会誌『平和のため
に手をつなぐ会のニュース』、
世代ごとに枝葉を増やす「血
縁サークル」の会報『いとこ
会誌』など、ざっとページを
繰っただけでもその多彩さに
目をみはる。
　議論によって自分たちの問
題意識を掘り下げ、互いの連
携を深めていくサークル活動

の本質や目的は現在でも同じ
だろう。しかし本書の解説で
黒川創は、インターネットを
通じた各種 SNS が「コミュ
ニケーション」の主要な仲立
ちとなったいま、当時の状況
を引き比べてこう指摘する。
サークル活動における各紙誌
の編集過程のように、かつて
は終わりと始まりがあり、輪
郭のはっきりしていた議論の
すがたが、現在では大きく違っ
たものになっているのではな
いか、と。そういう意味で本
書には、これからの時代を生
きる市民たちの「議論」のあ
りようを模索するヒントが内
在されているといえそうだ。

 編集委員　村岡 正司

居場所cafe Acori
大阪市北区中崎西1-1-6
吉村ビルB1階　common cafe
電話 06-6371-1800（Acori営業時間のみ）
営業時間
毎月１回 12：00～17：00

武さんとカードゲームを
楽しむ若者

おとなのメッセージが書かれた
しあわせチケット

（注） 現在は『むすぶ～自治・ひと・くらし～』として発行。

インスタグラム
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第74回

第52回

イラスト：杉浦 健

2012年、監督作『ドコニモイケナイ』
で日本映画監督協会新人賞受賞。監
督最新作は『春を告げる町』（20年公
開）。プロデュース作品に『桜の樹の
下』『帆花』がある。現在、日本映画大
学専任講師。「ドキュメンタリー映画っ
て、 観るよりも作る方が数十倍面白い
よ！」といつも思います。

●今月の館主

島
しま

田
だ

隆
りゅう

一
いち

大
き
な
牛
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、

そ
の
牛
か
ら
仔
牛
の
後
ろ
足
が
少
し
だ

け
出
て
い
る
。
そ
の
瞬
間
、
親
牛
が
破

水
し
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
羊
水
が
飛

ぶ
。「
カ
メ
ラ
が
！
」
な
ど
と
要
ら
ぬ

心
配
を
し
て
い
る
と
、
今
度
は
親
牛

の
尻
尾
が
カ
メ
ラ
を
た
た
く
。
思
わ

ず
「
危
な
い
！
」
と
声
を
あ
げ
そ
う
に

な
っ
た
時
、
監
督
が
不
機
嫌
そ
う
に

「
あ
ー
っ
！
」
と
叫
ん
だ
。
こ
の
始
ま

り
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
直
後
、
素
朴

な
口
調
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
挿
入
さ
れ

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
緊
張
は
解
け
、

何
と
も
言
え
な
い
牧
歌
的
な
時
間
が
流

れ
始
め
る
。

　
こ
れ
は
、
映
画
『
日
本
原	

牛
と
人

の
大
地
』
の
冒
頭
シ
ー
ン
で
あ
る
。
本

作
は
、
牛
飼
い
を
す
る
内
藤
秀
之
さ
ん

と
早
苗
さ
ん
夫
婦
の
半
生
を
描
く
と
同

時
に
、陸
上
自
衛
隊	「
日
本
原
演
習
場
」

を
め
ぐ
る
50
年
に
及
ぶ
闘
争
の
記
録
で

も
あ
る
。
映
画
は
終
始
、
冒
頭
と
同
じ

よ
う
な
緊
張
と
緩
和
を
繰
り
返
し
、
独

特
な
語
り
口
で
つ
づ
ら
れ
て
い
く
。

　
日
露
戦
争
後
に
旧
陸
軍
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
日
本
原
演
習
場
は
、
太
平
洋

戦
争
の
敗
戦
を
経
て
自
衛
隊
へ
と
引
き

継
が
れ
た
。
１
９
６
９
年
頃
、
実
弾
演

習
に
反
対
す
る
運
動
が
起
こ
り
、
本
作

の
主
人
公
・
内
藤
秀
之
さ
ん
は
、
こ
の

闘
い
に
身
を
投
じ
た
。
映
画
は
そ
ん
な

秀
之
さ
ん
の
過
去
と
現
在
が
交
互
に
描

か
れ
て
い
く
。
な
ぜ
医
学
生
を
辞
め
て

ま
で
、
秀
之
さ
ん
は
日
本
原
に
移
り
住

ん
だ
の
か
、
そ
の
想お
も

い
の
根
底
に
は
あ

ま
り
に
も
辛つ
ら

い
一
つ
の
事
件
が
あ
る
。

時
代
や
国
に
翻ほ
ん
弄ろ
う
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ

で
も
自
身
の
信
念
を
貫
き
通
し
て
い
る

秀
之
さ
ん
は
、
物
静
か
で
、
ま
な
ざ
し

が
優
し
い
。
50
年
を
か
け
て
彼
が
紡
い

で
き
た
土
地
や
人
、
自
然
と
の
関
係
に

は
、
と
て
も
豊
か
で
確
か
な
結
び
つ
き

が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
し
か

し
そ
の
裏
に
は
、
後
継
者
問
題
や
下
火

に
な
っ
て
い
く
運
動
な
ど
、
複
雑
な
現

実
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
映
画

は
そ
ん
な
現
実
を
そ
の
ま
ま
に
、
そ
れ

で
も
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず
、
歓よ
ろ
こび

も
哀か
な

し
み
も
丸
ご
と
包
み
込
む
よ
う
に
描
き

切
っ
た
稀け

有う

な
作
品
で
あ
る
。

今
月
の
作
品

「
日
本
原 

牛
と
人
の
大
地
」

本 書は、自分自身も発達
障害と診断されている

大学教員の著者が、知り合っ
た発達障害の当事者 27 人
にインタビューを試みた記録
である。書名にある「発達界

かい

隈
わい

」とは、発達障害がある当
事者やその予備軍が集まるオ
ンラインのクラスター（趣味
嗜
し

好
こう

や主張を共有する集団）
と現実世界のコミュニティー

（共同体）の総称で、ツイッ
ターなどでよく使われている
という。
　インタビューを受けた当事
者の一人である ten さんは現
在 23 歳、大阪府在住。LD

（学習障害）と ADHD（注意
欠如・多動症）の診断を受け

ている。学生時代から障害当
事者のための教材開発などを
手がけ、その後起業した。健
常者のエンジニアと発達障害
の当事者がチームを組んで、
新しいアイデア商品を開発す
る「ハッタツソン」を企画し
たのをきっかけに、当事者と
非当事者の視点、感性、経験
を組み合わせたものが社会を
よくすると確信したという。
　また、滋賀県在住で 46
歳のみやさんは、3 年前に
ADHD と ASD（自閉スペク
トラム症）の診断を受けた。
キャリアコンサルタントの資
格試験の勉強で知ったアド
ラー哲学における「課題の分
離」に深く共感、これまで発

達障害の凸
でこ

凹
ぼこ

の凹の特性を人
並みにしようと努力してきた
が、成果が出ないのは脳の偏
りのせいだと分かった。これ
を機に大嫌いだった自分のこ
とが、大好きへと 180 度変
わり、いまは他人の評価では
なく、自分の評価で生きてい
るからストレスがなく幸せ、
と語っている。
　通常とは異なる脳神経を
持った発達障害者が、その特
性ゆえに困らないように社会
が設計されていれば、あるい
は設計されなおすならば、「障
害者」にはならないのではな
いか。著者の鋭い指摘に深く
考えさせられた。

編集委員　阿部 太極

発達界隈通信
ぼくたちは障害と脳の多様性
を生きてます
横道誠 著
教育評論社、2022年6月
1980円（税込）

監督：黒部俊介
製作：黒べこ企画室　配給：東風
2022 年｜ 110 分｜日本｜ドキュメンタリー
9 月 17 日より全国で順次公開中
上映情報は https://nihonbara-hidesan.com/
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